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         東ト協青年部情報紙 

 
 
 

◇「令和６年度（公社）全日本トラック協会青年部会全国大会」の開催について 
関ト協担当委員長 出島 康佑【荒川支部・安立運輸㈱】 

関東トラック協会担当委員長の出島です。日頃から青年部活動への格別のご協力誠にありがとうございます。 

令和７年２月１４日（金） 、全ト協青年部会全国大会が京王プラザホテルにて、 約７００名の全国の青年部会員が集まって開催され

ました。東京からは２７名参加していただきました。全国の仲間だけでなく、多くのご来賓の

方を迎え盛大に開催できたことに感謝申し上げます。顕彰事業として、「青年経営者等によ

る先進的な事業取組に対する顕彰」では、銀賞受賞者（大隅物流有限会社）並びに銀賞受

賞者（一般社団法人静岡県トラック協会青年部会）の

取組発表が行われました。 

そして、令和６年度青年部会活動報告を葛西亜貴

夫副部会長より報告いたしました。 

研修会では、講師に藤原和博氏を迎えて「AI 時代の

戦略的『モードチェンジ』のすすめ～変革と成長を促す思考法」について講演があり、多くの方に

好評を頂けました。閉会挨拶では、東崎真也副部会長が部会員同士の協力で、業界の新しい未

来を切り開いていこうと呼びかけ、閉会となりました。次回の全国大会は２０２６年２月１３日に開催予定でございます。 

お忙しいとは存じますが、引き続き活動へのご理解ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

◇青年部チャリティーゴルフコンペに参加して       平岡 聖一郎【千代田支部・丸天運送㈱】 

今回青年部チャリティーゴルフコンペに初参加させていただきました、千代田支部の

平岡でございます。 

コンペ当日は２月中旬とは思えないほどの暖かい気候に恵まれ、ゴルフ初心者の私

にはうってつけのコンディションでスタートを切ることが出来ました。 

自分のゴルフ経験としては、大昔に一度だけゴルフ場に来てちょっとクラブを握ってみ

た記憶があるという程度です。当然ゴルフコンペに参加するのは今回が初めてのことで

あり少々緊張していましたが、それ以上に期待感とワクワクした気持ちでティーグラウン

ドに立ちました。 

ほぼ未経験者である私は、何よりも先にボタン一つで遠隔操作できるゴルフカートと、

そこにスコア入力用のタブレットが備え付けられているところに技術の進歩を感じて一人

感心してしまいました。 

肝心のゴルフについては、一緒に回った千代田支部のメンバーが手取り足取りアドバ

イスをしてくれたこともあり、非常に楽しくプレーできました。ティーショットでは練習不足

が露呈して思わぬ方向にボールが飛んでしまうこともありましたが、ラウンドが進むうち

に緊張もほぐれて少しずつコツが分かってきました。 

順位のほうは新ぺリアというルールのおかげでビリにならなかったばかりか、キリ番賞で賞品まで頂けて感謝感激です。今回はプレ

ー後のパーティーが無かったため、スタートが近い組のメンバー以外とは会えずじまいだったのが残念でしたが、次回は少しでも上達

した姿で皆さんにお会いできるように、また自分なりにゴルフを楽しめるくらいのスコアが出せるように頑張りたいと思います。 
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◇令和７年度・関東ブロック大会に参加しました！ 

広報委員長 川島 健太郎【千代田支部 アイ・エス運輸㈲】 

２０２５年６月２７日(金)、栃木県宇都宮市 宇都宮東武グランデホテルにて全ト

協青年部会の関東ブロック大会が開催され、全国から２０５名、東京からは１５名

の青年部会員が参加しました。 

冒頭の主催者挨拶では、関ト協青年部会 出島会長から「勇往邁進～つなぐ

心、いま未来へ走り出す～」という活動テーマが紹介されました。勇往邁進とは「困

難を恐れず目標に向かってひたすら突き進むこと」を意味する四字熟語ですが、こ

こには物価高騰や人手不足が続く厳しい状況下だからこそ、私たち青年部会員各

社が勇気をもって運賃価格交渉を含めた行動を起こすことで未来を拓いていくとい

う決意が込められています。 

講演会では落語家の三遊亭楽生氏による「伝わるコトバ、響くコトバ」という

テーマのお話を聞くことができました。職場でもプライベートでも求められる円

滑なコミュニケーションのあり方というものをプロの噺家から教わることができ

る貴重な機会でした。印象的だったのは、発言をする時に避けるべき四つの

要素「粗言、片言、重複、小声」というお話でした。今後、人前で話をする機会

において緊張して色々気にし始めて混乱しそうになった時には、とりあえずこ

れら４つの注意点を思い出してみようと思います。 

講演の後は関ト協青年部会 出島会長から北海道トラック協会青年部の小

林会長に大会旗が伝達され、ブロック大会は閉会しました。 

続いて同ホテルにて交流会が開催されました。関東ブロックの他にも全国ブロック青年部会員の方々と交流することができました。

会場では地元宇都宮の有名店「香蘭」の餃子が提供されるという嬉しいサプライズなどもあり、交流会は盛況のうちに幕を閉じました。 

三遊亭楽生氏の「様々な情報を整理するために日記を書いてみるのも良い方法。"今日、自分が何をしたか"よりも"誰とどんな話を

したか"を記しておくとなお良い」というお話を思い出しながらこの原稿を書きました。勿論、大会開会前に食べに行った「香蘭」と「宇都

宮みんみん」の焼き餃子が美味しかったことも思い出しています！今年も得るものの多い関東ブロック大会でした。 

 

◇幹事新任のごあいさつ 
広報委員 山本 哲也 【港支部 山本運送㈱】 

港支部青年部長の山本運送㈱の山本です。今年度から本部担当も兼任し、幹事と広報委員に新任しまし

た。よろしくお願いいたします。 

実は私自身、青年部長は２回目となり、前回は平成２２～２３年度の２年間、部長になって１年目の３月に東

日本大震災が起き、本部青年部の間でも緊急物資を輸送する求車のやり取りが行われ、港支部青年部では

現地のまだ悲惨な状況を視察し、大自然の怖さを実感した事を思い出します。 

港支部青年部員では一期２年の持ち回りで部長の交代をしていましたが、遂に部長の成り手がいなくなり、

一時は青年部解散の事態になりかけましたが、また皆で協力して回していこうとなり、二順目の１番手として再

度、部長を引き受けました。 

トラック協会に限らず、どの組織でもそうですが青年部という存在は本当に大切だと思っています。港支部青年部には若手の部員も

居ますので、二順目のどこかの順番で青年部を引っ張っていってくれると思っています。 

任期途中からの参加となりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

*************************************************************************************************************** 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千代田支部   2025年 3月実施 

 

千代田支部青年部では、今年も千代田区内小学校新入生の皆さんに「LED パッチン

バンド」（腕やランドセルに巻き付けることができるバンド。ボタンを押すと内臓 LED が発

光する）と「エマージェンシーホイッスル」を寄贈しました。 

交通安全と防犯意識向上のために役立てていただければ幸いです。 

● 支部活動（予定）報告 
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 青年部 Facebook ページ 

 
活動を随時掲載中！！！ 

     

ＱＲコードで読み取り⇒⇒ 
皆様の               をお待ちしております m(__)m 

 

★大阪ト協青年部会との研修交流会 

 令和７年８月２２日（金） 開催地：大阪 

 大阪・関西万博を訪問し研修を行います。 

研修会  10:00～17:00  

 交流会  18:00～20:00 

 

★東ト協青年部「宿泊研修【熱海】」 

 令和７年１０月４日（土）・５日（日）  

 １泊での宿泊研修にて学びと交流を深めていただきます。 

 ＠熱海ニューフジヤホテル 

  

 

中央支部   2025 年５月実施 
 

中央支部青年部は、毎年中央区教育委員会を通じて区内小学校に入学

する児童に対して交通事故防止用の「リフレクターバンド」を寄贈しております。

本年度の贈呈式を中央区役所において山本区長、平林教育長ご同席のも

と行いました。 

港支部   活動予定 

●9/28(日) 芝浦運河まつり 

地元警察署交通課と一緒に、交通安全チラシ配布、ブースでは児童向けの交通安全のアニメを

放映し、観てくれた児童を中心に交通安全グッズを配ります。また港支部青年部ネーム入り風船

を配布します。 

●10月頃 

 港支部青年部では毎年、港区内公立小学校 1年生約 2000 人分、夜間に光る反射材入り 

トートバックを寄贈します。 

●12月頃 (未定) 

 時期、対象小学校は検討中ですが、毎年港区内の公立小学校の 1年生を対象に、トラックを 

持ち込み、実際に運転席に乗ってもらって死角体験をしています。人数が多い場合はクラス又は 

グループに分け、地元警察署にご協力いただき教室の方では交通安全の講習をしています。 

 

荒川支部   2025 年 4月実施 
  

荒川支部青年部は、アートホテル日暮里ラングウッド前にて交通安全街頭活動を行

いました。 

走行中のトラックを止めて、ウェットティッシュ、タオル等の交通安全グッズを配布し注意

喚起しました。 

 

 

 

 

 
多摩支部   2025 年２月実施 

 

八王子市にある高尾スターレーンにて、多摩支部第四地区青年部主催のもと、交通遺

児が多く入所する児童養護施設の児童を招待しチャリティーボウリング大会を実施しまし

た。児童を慰安及び激励すると共に、施設に対しチャリティー及び記念品を贈呈し、盛況

のもと、大会を終了することができました。 

 

 

 

 

東京都運輸事業者向け燃料費高騰緊急対策
事業のおしらせ 
東京都では燃料価格高騰の影響を受けている中小貨物運送事業者

に対して、支援金を交付しています。 

詳しくは東京都都市整備局へお問い合わせください。 

【０５０－１７５２－６７５３】 

申込期間 ～令和７年８月２９日（金）まで 

 

申請受付ポータルサイトはこちら 


